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龍
高
通
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て
い
ま
す
。 

こ
の
度
の
研
究
開
発
テ
ー
マ

(

課
題
名)

を
「
新
た
な
知
の
創
造 

～
未
来
を
つ
く
る
創
造
力
を
有

し
、
世
界
で
活
躍
す
る
サ
イ
エ
ン

ス
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
～
」
と
定

め
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
を
図
る
研
究

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
実
践
し

て
き
た
「
知
・
徳
・
体
」
の
調

和
の
と
れ
た
人
材
の
育
成
等
を

め
ざ
す
教
育
を
引
き
続
き
継
続

し
て
い
く
と
と
も
に
、
兵
庫
県

が
「
第
４
期
ひ
ょ
う
ご
教
育
創

造
プ
ラ
ン
」
で
新
た
に
重
点
テ

ー
マ
と
し
て
掲
げ
る
「
『
絆
』

を
深
め
、
『
在
り
た
い
未
来
』

を
創
造
す
る
力
の
育
成
」
を
め

ざ
す
教
育
を
積
極
的
に
推
進

し
、
「
こ
こ
ろ
豊
か
で
自
立
す

る
人
づ
く
り
」
に
向
け
、
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

校
長 

駒
田 

勝 

 

     
 

      

４
月
１
日
付
け
で
、
県
立
龍
野
北

高
等
学
校
か
ら
着
任
い
た
し
ま
し

た
、
古
河
真
紀
子
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

着
任
し
て
ま
だ
日
は
浅
い
で
す

が
、
生
徒
た
ち
の
物
事
に
真
摯
に
取

り
組
む
姿
、
そ
し
て
学
業
に
も
部
活

動
に
も
熱
心
に
取
り
組
む
姿
、
そ
し

て
さ
わ
や
か
で
素
直
な
生
徒
の
姿
を

見
る
た
び
に
素
晴
ら
し
い
学
校
で
あ

る
と
感
じ
る
日
々
で
す
。
そ
の
背
景

に
は
保
護
者
の
方
々
の
支
え
、
地
域

の
方
々
か
ら
の
期
待
、
そ
し
て
多
く

の
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
校

風
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
も

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
学
校
に
勤
務
で
き
る
喜

び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。 

さ
て
、
本
校
は
今
年
度
、
文
部
科
学

省
の
研
究
開
発
指
定
で
あ
る
ス
ー
パ 

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
付
け

で
、
兵
庫
県
立
姫
路
南
高
等
学

校
か
ら
着
任
し
ま
し
た
駒
田 

勝
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
改
め
て
申
し
上
げ
る

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
校

は
、
明
治
30(

1897)

年 

開
校
の

「
兵
庫
県
龍
野
尋
常
中
学
校
」

を
前
身
と
す
る
「
兵
庫
県
立
龍

野
中
学
校
」(

後
の
「
兵
庫
県
立

龍
野
南
高
等
学
校
」)

と
、
明
治

39(

1906)

年
開
校
の
「
龍
野
町
立

技
芸
専
修
女
学
校
」
を
前
身
と

す
る
「
兵
庫
県
立
龍
野
高
等
女

学
校
」（
後
の
「
兵
庫
県
立
龍
野

北
高
等
学
校
」
）
の
２
校
が
、
昭

和
23(

1948)
 

年
に
統
合
さ
れ
開 

校
し
た
県
内
有
数
の
伝
統
校
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
４
万
有
余

の
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て
き

た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ

り
、
在
校
生
や
教
職
員
の
誇
り

と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
本
校
で
は
「
知
を
創

造
す
る
人
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
「
向
上
」
「
友

愛
」
「
団
結
」
の
校
訓
の
も
と
、

「
創
意
工
夫
」・「
信
頼
構
築
」・

「
一
致
団
結
」
を
行
動
指
針
と

定
め
、
「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和

の
と
れ
た
人
材
の
育
成
お
よ
び

国
家
や
国
際
社
会
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
高
い
志
を
持
つ
人
材

の
育
成
を
教
育
理
念
と
し
、
教

育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
先
進
的
な
理
数
教
育

を
実
施
す
る
研
究
開
発
校
「
ス

ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
（
ＳＳＨ
）」
と
し
て
、
文
部
科

学
省
か
ら
平
成
25
年
度
に
事

業
指
定
を
受
け
、
昨
年
度
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
実
績
が

評
価
さ
れ
、
新
た
に
第
Ⅲ
期

ＳＳＨ
の
指
定
（
令
和
５
年
度
か
ら

の
５
年
間
）
を
受
け
、
始
動
し 

ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
（
SSH
）
の

第

Ⅲ

期
の
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
生
徒
、
先
生
方
、
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
、
SSH
の
様
々
な
事
業

が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
恵

ま
れ
た
教
育
環
境
の
な
か
で
、
生
徒

は
共
に
学
び
、
学
校
生
活
の
中
で
多

く
の
実
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
高
校
生
と
い
う
多
感

で
柔
軟
な
時
期
に
、
生
徒
一
人
一
人

が
貴
重
な
体
験
を
重
ね
、
豊
か
な
人

間
性
と
瑞
々
し
い
感
性
を
磨
い
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
龍
野
高
校
が
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の

自
己
実
現
を
果
た
し
、
生
徒
の
輝
か

し
い
未
来
を
切
り
拓
く
場
と
な
る

よ
う
、
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
本
校
の
発
展
の
た

め
、
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
協

力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

事
務
長 

谷 

栄
二 

こ
の
た
び
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会

事
務
局 

 

福
利
厚
生
課
か
ら
着
任

し
て
ま
い
り
ま
し
た
谷
栄
二
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

私
は
教
育
関
係
の
事
務
職
員
と

し
て
兵
庫
県
で
採
用
さ
れ
、
採
用
当

時
は
高
等
学
校
の
事
務
室
で
働
き

ま
し
た
が
、
２
校
経
験
し
た
後
は
、

図
書
館
や
博
物
館
で
勤
務
し
た
り
、

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
仕
事
を
し
た
り
、

教
育
委
員
会
関
係
の
仕
事
を
し
て 
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任 
 

の 
 

ご  

あ 
 

い  

さ 
 

つ 

き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
今
回
、
25
年
ぶ
り
の

学
校
勤
務
。
県
下
で
も
有
数
の
歴

史
と
伝
統
を
誇
る
県
立
龍
野
高
等

学
校
で
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
光
栄
で
あ
り
、
新
鮮
な
気
持

ち
で
い
ま
す
。 

 

４
月
８
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
入

学
式
は
、
初
々
し
い
新
入
生
の
皆

さ
ん
を
迎
え
、
厳
粛
に
も
希
望
に

満
ち
た
雰
囲
気
の
中
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
新
入
生
同
様
に
入
学
許

可
を
い
た
だ
い
た
よ
う
な
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
を
し
ま
し
た
。
私

も
自
分
自
身
の
目
標
に
向
か
っ
て

し
っ
か
り
業
務
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

事
務
室
で
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん

が
快
適
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
様
々
な
事
務
処
理
（
就
学
支

援
金
・
奨
学
金
、
証
明
書
発
行
・
物

品
の
調
達
・
校
舎
の
修
繕
・
工
事

等
）
を
通
じ
て
学
習
環
境
の
整
備

や
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

引
き
続
き
生
徒
の
皆
さ
ん
が
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が 

で
き
る
よ
う
、
事
務
室
一
丸
と
な 

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

 

結
び
に
あ
た
り
、
本
校
発
展
の 

た
め
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り 

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、 

着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。 

 

 

校

長

先

生 

 

 

教 

頭 

先 

生 

 

事 

務 

長  

 

教
頭 

古
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真
紀
子 
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元
村 

綜
太 

 

※
新
採
用 

岸
根 

史
子
（
飾
磨
工
業
） 

近
藤 

紘
彬
（
姫
路
西
） 

岩
永 

梨
沙
（
富
山
県
立
福
岡
） 

梶
浦 

壮
馬
（
姫
路
北
） 

田
中 

泰
覚 

 

※
新
卒 

 

釣 

恭
也
（
赤
穂
） 

前
田 

篤
徳 

 

※
新
規
採
用 

米
田 

由
美 

 

※
新
卒 

上
月 

靖 
 
 

※
新
規
採
用 

   

令
和
６
年
４
月
18
日
現
在
、

龍
野
高
校
の
主
な
国
公
立
大
学

の
合
格
者
数
は
、
金
沢
大
２

名
、
名
古
屋
工
大
1
名
、
京
都

工
芸
繊
維
大
２
名
、
大
阪
大
４

名
、
神
戸
大
２
名
、
兵
庫
教
育

大
6
名
、
奈
良
女
子
大
1
名
、

岡
山
大
12
名
、
広
島
大
１
名
、

鳥
取
大
9
名
、
島
根
大
6
名
、

山
口
大
8
名
、
香
川
大
7
名
、

愛
媛
大
6
名
、
徳
島
大
3
名
、

高
知
大
3
名
、
九
州
大
1
名
、

九
州
工
大
5
名
、
札
幌
医
科
大

１
名
、
京
都
府
立
大
1
名
、
大

阪
公
立
大
3
名
、
兵
庫
県
立
大

14
名
で
し
た
。
国
公
立
大
の
合

格
者
数
は
現
浪
を
合
わ
せ
142

名
、
医
学
部
医
学
科
を
含
む
難

関
国
公
立
大
の
合
格
者
は
９
名

と
い
う
結
果
で
し
た
。 

主
な
私
立
大
学
の
合
格
者 

数
は
、
同
志
社
大
9
名
、
立
命 

館
大
22
名
、
龍
谷
大
10
名
、
関

西
大
11
名
、
関
西
学
院
大
64

名
、
京
都
産
業
大
25
名
、
近
畿

大
142
名
、
甲
南
大 

50
名
、
私
立
大
学
の
合
格
者
数

は
631
名
で
し
た
。 

ま
た
短
期
大
学
の
合
格
者
は

8
名
、
専
門
学
校
の
合
格
者
は

9
名
、
就
職
は
公
務
員
が
1
名

で
し
た
。 

 

令
和
6
年
度
入
試
は
旧
課
程

最
後
の
年
と
い
う
こ
と
で
成
績
上

位
者
が
慎
重
に
受
験
を
す
る
こ
と

に
よ
る
国
公
立
大
の
難
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
共
通

テ
ス
ト
の
全
国
平
均
点
が
想
定
よ

り
も
良
か
っ
た
こ
と
、
本
校
の
生

徒
た
ち
も
共
通
テ
ス
ト
で
し
っ
か

り
と
点
を
取
っ
て
く
れ
た
こ
と
、

ま
た
後
期
試
験
ま
で
受
験
を
あ
き

ら
め
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
だ
こ

と
に
よ
り
、
学
年
の
定
員
280
名

の
半
数
を
超
え
る
142
名
の
国
公

立
大
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
縄
ま
で
幅
広
く
受
験
し
、

近
年
で
は
最
も
多
い
国
公
立
大
の

合
格
者
数
と
な
り
ま
し
た
。 

 

※
合
格
数
は
過
年
度
生
の
合
格

数
も
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
札

幌
医
科
大
の
１
名
、
高
知
大
学

の
１
名
は
医
学
部
医
学
科
で

す
。 

   

令
和
６
年
４
月
８
日
（
月
）
に

第
79
回
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。 新

入
生
が
担
任
の
先
生
か
ら

呼
名
さ
れ
た
後
、
校
長
よ
り
「
入

学
許
可
」
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
新
入
生
代
表
者
と
し

て
池
淵 

千
翔
（
い
け
ぶ
ち 

ゆ

き
と
）
さ
ん
が
新
入
生
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。 

式
終
了
後
各
HR
教
室
に
て
ロ

ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ
、

龍
高
生
と
し
て
の
生
活
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

   
 

 
 

  
 

 
 

    
  

  

令
和
６
年
４
月
９
日
（
火
）

に
離
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

塚
本
師
仁
元
校
長
先
生
、
高
見 

宏
樹
元
教
頭
先
生
、
松
田
好
生 

７
日
（
火
） 

 

耳
鼻
科
検
診
PM 

８
日
（
水
） 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

９
日
（
木
） 

 

ネ
ッ
ト
犯
罪
防
止
講
話
⑦ 

 
 

耳
鼻
科
検
診
AM 

16
日
（
木
） 

 

尿
検
査
（
二
次
） 

17
日
（
金
）
～
22
日
（
水
） 

５
月
考
査 

22
日
（
水
） 

第
一
回
ク
リ
ー
ン
作
戦 

 

進
路
講
演
会
（
三
年
） 

23
日
（
木
）
～
24
日
（
金
） 

広
島
研
修 

24
日
（
金
） 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

 

第
一
回
ク
リ
ー
ン
作
戦 

27
日
（
木
） 

台
南
女
子
高
級
中
学 

来
校 

28
日
（
木
） 

探
究
Ⅰ
・
Ⅱ
講
演
会 

30
日
（
木
） 

創
立
記
念
講
演
会 

 
 

（
SSH
特
別
講
義
）
⑤
⑥
⑦ 

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ 

31
日
（
金
） 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

 

27
日
（
月
）
～
６
月
16
日
（
金
） 

 

教
育
実
習 

 

先
生
、
宮
浦
照
視
先
生
、
原
田

昌
弥
先
生
が
お
越
し
に
な
り
、

本
校
で
の
思
い
出
話
や
人
生
に

お
け
る
心
構
え
な
ど
愛
あ
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 そ

の
後
離
任
さ
れ
る
先
生
方

に
、
生
徒
会
長
の
小
林
冬
弥
さ

ん
が
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
、
生

徒
会
執
行
部
員
が
花
束
を
渡
し

ま
し
た
。 

    
 

 

  

    

最
後
に
離
任
さ
れ
る
先
生
方

は
生
徒
の
つ
く
っ
た
花
道
を
通

ら
れ
、
体
育
館
を
後
に
し
ま
し

た
。 ご

転
出
さ
れ
る
先
生
方
の
ご

健
康
と
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。 

   

４
月
８
日
（
月
）、
始
業
式
に
先

立
ち
、
着
任
式
が
あ
り
ま
し
た
。

今
春
よ
り
、
新
た
に
着
任
さ
れ
た 

    

四
月
十
日
（
月
）、
始
業
式
に
先

立
ち
、
着
任
式
が
あ
り
ま
し
た
。

今
春
よ
り
、
新
た
に
着
任
さ
れ
た

十
六
名
の
職
員
紹
介
が
行
わ
れ
、

新
た
に
着
任
さ
れ
た
高
見
宏
樹

教
頭
先
生
が
代
表
し
て
着
任
の

挨
拶
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

      
 

  
 

 
 

      

      

 

 

進
路
結
果 

職
員
異
動 

５
月
行
事
予
定 
第
７９
回
入
学
式 

13
名
の
職
員
紹
介
が
行
わ
れ
、

新
た
に
着
任
さ
れ
た
古
河
真
紀

子
教
頭
先
生
が
代
表
し
て
着
任

の
挨
拶
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

      

 
 

 
 

 
 

 
 

      

離
任
者(
転
出
先)

 

塚
本 

師
仁
（
山
崎
） 

高
見 

宏
樹
（
生
野
） 

岡
田 

浩
英
（
明
石
南
） 

松
田 

好
生
（
姫
路
東
） 

宮
浦 

照
視
（
姫
路
飾
西
） 

坂
本 

亜
希
（
飾
磨
） 

原
田 

昌
弥
（
豊
岡
総
合
） 

岡
本 

章
（
西
は
り
ま
特
支
） 

福
田 

美
樹 

 

※
退
職 

転
入
者(

前
任
校)

 

駒
田 

勝
（
姫
路
南
） 

古
河 

真
紀
子
（
龍
野
北
） 

谷 

栄
二
（
県
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

上
田 

康
嗣
（
姫
路
東
） 

 

離
任
式 

着
任
式 


